10月のみんなの様子から

ごしょごしょ通信 No.32　　2002年10月28日
さて今回は、10月のみんなの様子をちょっと報告。

　16日は御所でらくがき教室。今月のテーマは「音の出る楽器」。講師の信子さんに教わりながら「世界一長いストロー？」「空き缶のフクロウ」「でんでん太鼓」「マヨネーズチューブのぶた」「ポンポコだぬき」などいろんな作品に挑戦。ボランティアの学生さんが何人も来てくれたので、林の中では、またまた野球で盛り上がっていました。

18日はわくせい学校の運動会で、午前中は「わくせいチーム」対「ごしょごしょチーム」で第2回の野球の試合をしました。真っ青に晴れた空の下、ひろびろした宝ヶ池の北公園で、ちっちゃいのや大きいの、男の子に女の子、それぞれのカントク？も入り乱れ、どちらもちょうどいいくらいの「強さ？」で、試合はまたまた乱打戦。今回は10対9でごしょごしょが勝ちました。わくせい学校のみなさん、どうもありがとう。たまにこうやって違う仲間と一緒に遊ぶのはいいですねー。またそのうちやりましょう。

24日は松ヶ崎の法の山に登りました。前日までの雨も上がっていいお天気です。地下鉄松ヶ崎駅から北山通りの一本北、古い大きな農家の家並みや畑が残る旧街道を登り口の大黒天へ。山にさしかかると、もう野生化したお猿軍団は、まともな道など歩きません。ゆっくりと景色を愛でながら（？）息を切らして登っているお母様方はほったらかされ、送り火の火床のある急斜面もあっという間に駆け上がる。私たちが上に着く頃には、眼下に広がる京都の街をのんびり眺めて休憩も終わっていて「先行っとくでー」と、さっさと降りて行きました。宝ヶ池公園は、楓の一種であるモミジバフウという木が多く、これが赤く色づいてそれはそれはきれいでした。公園に着くと「ハラ減ったー！お弁当にしよー！」と子どもらの声。作ってもらったのや自分で作ったのを見せっこしたり取りかえっこしたり。ワイワイおいしいお弁当を食べ、「よんこのみなさん･･･」の音楽が流れるまで、またまた遊びほうけたのでありました。

連絡先になっている私の家には、いろんな方から問い合わせがあります。一度行ってみたいけどなかなか行けないという人、子どもが全然出られない人、通信だけの人も何人もいます。それぞれの時期があるので、それぞれの状況に合わせていつでも気が向いたときに利用して下さればと思います。京都には他にもいろんな集まりがあります。仲間はいろんな所にいます。学校は必要な時に利用すればいい。周りさえフツーにしていれば、子どもは家でもフツーに育つのですから。

